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19701676
A study of
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【4-5　評価シート　介入研究】

CQ15：腫瘍崩壊症候群の予防にラスプ
リカーゼは推奨されるか？

診療ガイドライン

* 各項目の評価は"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階
　まとめは"高（-2）"、"中（-1）"、"低（0）"の3段階でエビデンス総体に反映させる

各アウトカムごとに別紙にまとめる

抗がん剤治療中患者

ラスブリカーゼ投与

ラスブリカーゼ非投与

腫瘍崩壊症候群の発生

対象

介入

対照



ラスプリケース
single dose群では

ラスプリケースは
singledoseでもUA
全例で尿酸値の
低下が認められ
全例で尿酸値の
低下が認められ
ラスプリケース投
与群でアロプリ
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